
一
一
六

稲
熱
病
抵
抗
性
品
種
の
選
擦
に
就
て

森

田

異

盛

大
分
解
農
林
技
手

一
、
緒

きま
~ 

耐
病
性
品
種
の
育
成
に
就
て
は
嚢
に
農
林
省
よ
り
地
方
農
事
試
験
揚
に
全
額
補
助
を
以
て
委
托
試
験
研
究
中
な
る
も
年
倫
洩

t
未
だ
完
全

な
る
尭
痩
性
ロ
叩
積
の
賞
用
に
遁
せ
る
色
の
3
選
出
せ
ら
れ
た
る
も
の
少
し
、
叉
各
賑
農
事
試
験
場
に
於
て
は
夙
に
之
が
選
出
育
成
に
か
ぞ
用

ひ
た
る
結
果
各
賑
内
に
於
け
る
彊
き
品
種
は
選
出
せ
ら
れ
た
る
色
産
地
の
異
動
を
聞
は
守
常
に
必
守
強
き
色
の
は
少
し
。

大
正
十
三
年
岡
山
蘇
立
農
事
試
験
場
成
績
に
よ
れ
ば
産
地
の
巽
動
に
依
る
首
4
モ
チ
病
の
耐
病
性
の
鐸
化
少
さ
品
種
は
兵
庫
賑
の
朝
日

穂
、
鹿
児
島
娠
の
晩
白
笹
一
一
拐
、
鳥
取
賑
の
亀
治
‘
奈
良
賑
の
奈
良
晩
楢
二
鶴
、
和
歌
山
賑
の
大
和
錦
に
し
て
他
は
各
府
厳
に
於
て
抵
抗
倍

強
な
り
芭
認
め
ら
れ
た
る
も
隷
培
地
方
を
異
に
す
る
に
依
り
費
化
め
り

ε。
之
に
陶
り
て
考
ふ
る
に
未

r兎
痩
性
品
種
に
め
ら
十
且
久
賞
用

に
遁
せ
t
d
る
S
の
に
し
て
完
全
な
る
発
疫
性
品
種
の
選
出
せ
ら
れ
Y
る
ぞ
遁
憶
さ
す
。

余
は
前
述
に
鑑
み
大
正
十
三
年
よ
り
抵
抗
性
品
種
の
選
揮
に
意
eT
注
ぎ
本
賑
に
於
け
る
主
な
る
品
種
の
試
験
セ
完
了
し
た
り
依
て
弦
に
其

結
果
を
遁
べ
識
者
の
指
場
智
仰
ぎ
且
つ
些
少
な
b
芯
も
話
事
者
の
参
考
に
資
す
る
所
め
ら
ぽ
幸
誌
の
歪
b
さ
す
。



ニ
』
調

査

方

法

本
邦
に
於
て
稿
剰
病
の
被
害
多
き
は
樟
首
4
毛
チ
じ
し
て
糞
4
毛
チ
、
節
イ
ミ
チ
は
褒
病
撤
笹
な
る
色
面
積
・
小
部
分
な
る
に
由
り
被
害
比

較
的
少
し
。

然
る
に
本
賑
の
知
き
は
山
問
、
卒
坦
の
両
部
に
跨
り
且
本
賑
の
み
な
ら
や
山
間
郎
に
於
て
は
特
に
藁
4
毛
チ
、
穂
首
イ
毛
チ
の
防
除
じ
就

き
考
慮
す
べ
き
事
肝
要
な
る
が
故
に
余
は
先
づ
業
4
毛
チ
.
穂
首
4
毛
チ
、
簡
イ
毛
手
等
に
就
き
試
験
を
行
へ
り
。

稲
の
品
種
.
系
統
に
よ
り
藁
4
毛
ヂ
に
躍
り
易
き
あ
り
種
首
イ
毛
チ
に
躍
り
易
き
め
り
節
4
毛
チ
ロ
躍
り
易
き
あ
り
て
一
定
せ
十
故
に
其

の
抵
抗
性
ケ
決
定
せ
ん
に
は
何
れ
の
揚
合
に
於
て
色
病
気
に
費
し
括
抗
力
彊
き
も
の
な
ら

g
る
可
か
ち

F
る
を
以
て
本
調
査
に
於
て
は
葉
・

出
穂
後
の
部
首
、
政
穫
時
の
節
4
毛
チ
に
つ
き
で
調
査
智
行
ひ
其
の
被
害
事
の
少
き
志
の
を
蓮
ぴ
更
に
地
方
花
模
種
の
特
性
蛇
じ
取
量
を
会

考
さ
し
て
抵
抗
性
品
種
を
決
定
せ
ん
さ
せ
h
。

其
の
試
験
地
は
連
年
費
病
多
く
被
害
英
大
な
る
本
賑
北
海
部
郡
下
北
樟
留
村
遠
藤
正
一
所
有
国
に
て
試
験
せ

h
o

調
査
材
料
は
各
府
賑
に
於
て
抵
抗
性
強
し

εせ
ら
れ
た
る
品
種
及
系
統
を
普
〈
蒐
集
し
て
聾
備
的
調
査
を
行
ひ
、
選
揮
せ
ら
れ
た
る
も
の

各
品
種
十
坪
宛
栽
培
せ
ち
。

調
査
の
方
法
は
ハ
一
〉
肉
眼
観
察
調
査
及
〈
二
)
測
定
調
査
に
因
れ
り
、
(
一
〉
の
調
査
は
各
品
種
全
般
に

E
h、
ハ
ニ
)
の
調
査
は
各
匝

の
中
央
ニ

O
椋
に
就
き
調
査
せ
り
。
第
一
同
は
苗
代
期
、
第
二
聞
は
七
月
二
十
五
日
、
第
三
岡
は
八
月
二
十
五
日
、
第
四
聞
は
十
月
二
十
日
、

此
の
内
第
一
調
査
は
苗
4
号
チ
・
第
二
、
三
一
の
調
査
は
葉
4
毛
チ
・
第
四
の
調
査
は
穂
首
、
節
4
毛
チ
に
就
き
で
な
り
。

翻
嗣
幽
同
病
鐙
銑
佳
品
種
の
沼
海
に
就
て

一
一
七
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111'採 縛

fi!護憲思~組ag栂G関職罵制.，誕いさま-K同+111輔副組以楢翠罵桝Þ -K同+mltt制吋品*'罵柑ゐE議キハoお~い句<""11'小!2

掛w>臨戦目~II~ゐ健4臨時服輔管制ゐ!時J輔齢制令。

大 分 賑測候所に於げる気象略表

年
平均気温 CiI) 温 度 CiI) 降水量〈粍〉 降水日飲 日照時数

度
年1:年と長 年 I平民年と較の 年 I平比年と較の 本年 |平年と 年 |平年との本 本 本 の比較 本 出 後

16度.7 〈一〉Z % 96 1 粍
78粍.5 1日6 日S 

事轟
〈ー)4時.0 大正 14~ 5 JJ 81 244.8 175.0 

6 JJ 21.1 。 83 〈ー) 2 釘)7.8 (ー) 19.1 17 3 149.5 23.1 

7 JJ 24.6 〈ー)0.3 83 (ー) 2 216.3 (ー)11.2 18 5 190.8 27.9 

8 局 25.8 くー)0.2 82 〈ー) 3 161.7 4.2 15 3 鉛0.3 関.4

9 JJ 23.0 0.4 85 。 710.5 479.8 19 4 152.9 9.3 

10 JJ 17.4 0.2 76 (ー) 4 23.2 〈ー)130.6 6 (ー)4 225.6 62.6 

大正 15年 5 JJ 17.3 0.3 79 くー) 1 175.2 8.9 16 3 191.9 12.P 

6 周 19.9 〈ー)1.2 77 〈ー) 8 172.9 〈ー)54.0 9 〈ー)5 215.7 89.3 

7 JJ 25.4 0.5 80 〈ー) 5 129.2 (ー)98.3 14 1 249.4 86.5 

8 JJ 27.9 1.9 76 〈ー) 9 30.0 〈一)127.5 6 〈一)6 287.6 85.7 



9 月 24，5 1.9 78 (ー) 8 97，5 (ー)133，2 8 (ー)7 l:lOO，1 関.5

10周 16.5 〈ー)0.7 72 〈ー) 8 68.0 〈ー)85.8 8 〈ー)2 185.8 23.5 

昭 和 2年 5 1J 16.5 〈ー)0，5 73 (ー) 7 52.1 (ー)114.2 8 〈ー)5 365.9 86.9 

6 1J 20.7 〈ー)0.4 79 〈ー) 6 140.7 〈ー")86.2 9 〈ー)5 195.7 69.3 

7 1J 26.3 1.4 81 〈ー) 4 71.9 くー)155.6 13 。258.6 95.7 

8 周 26.1 0，1 86 1 3∞，5 143.0 19 7 175.5 26.4 

9 1J 21.6 〈ー)1.0 84 〈ー) 1 364.9 134.2 20 6 123.9 19.7 

10 1J 17.6 〈ー)0.5 78 〈ー) 2 39，8 (ー)114.0 10 。198.1 35.8 

昭和 3~ 5 1J 17.9 0.9 79 〈ー) 1 137.7 〈ー)28.6 9 〈ー)4 220.7 41.7 

8 周 21.1 。 83 〈ー) 2 421，3 194.4 15 1 135.4 9.0 

ー7 1J 25.4 0.5 84 〈ー) 1 162.5 〈ー)65.0 13 。210.8 47.9 

8 周 25.4 〈ー)0.6 83 〈ー) 2 467.5 310.0 12 。208，1 6.2 

9 1J 24.0 1.4 84 〈ー) 1 182.0 (ー)48.5 20 5 169.9 26.3 

10 1J 17.5 0.3 76 〈ー) 4 36.1 (一)117.7 8 【ー)2 179，6 17.3 

gr"~患者~~集結信組nH鱒G鰻職

i<同+111母 10同唱割以量的抵題寵制おlþ~棋括起調J切融合<<SI，t:μ ・~"G 1 i~og艇m~長握ゐ関職..)~審理稿醤キJ.c-.。

i<同+同母!...!!;! 11 I t塩潤m~長場. !iPii 11頃・!...!!;!11 mag網'宙誕111砕己包 110唱割!...!や lfb曜制~.c-' 信Jい舗t(l唱網!;!

健司長標軸認縁組喧網Q開事Eμ舗ν 1 t・長
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E由民健練~制og!ll Q畷駿!.atν 1110 

1 ' 11 掛.!..!..)い榊.，}v寓...)....，轍台oú'.t!μ tO世士重誕百主キ)oú'';~...)'"''極~~.;4，!・0唱leG必韓寝輔稗キ)~~4.!""'0 ~翠G屯

榔ゐ梅!..!異〈埋lとJμA。報量F費~濯空Jμ・0宮司tQ令制士重~G思...)0 (出制捜空嗣)

一 要 素
肥料の種頚 基 肥 迫 肥

窒 素 燐 酸 加 里

貫 貫
1貫.500 0頁.7FlO 1頁890 堆 a 3∞.000 一

人 糞 尿 1∞.000 一 0.570 0.100 0.270 

硫 酸 安 母 尼 3.0∞ 1.5∞ 0.9∞ 一 一
大 - 豆 給 7.5∞ 0.521 0.053 0.1回

過 宮島 酸 石 2民 7.5∞ 一 1.125 一
木 1Je Bα)() 一 一 0.1115 0.585 

計 3.491 2.283 2.895 

1 '鰍ャ*"トG聴制#(祖ャ市や士:H~l -t- ~トキ京簡単剖キl )n，・Q+! :Q~器!..!匁笹キ).c、)。

第 一 表 葉 4 毛チ椅被害傘

品種名

大分燐慶1披



11鉾 慶 318嘗|却l

3d大分雄町 50・140

e益l峰町 14・I，1 ?!1 

1Bil旭 1 ・I7 

6:1 大分三弁 120・117 

7'1選立 120

:1 8:1・1大分猪叉 105鷲 110:

1φu 

!itoi 

ii;;i 

16 

新明 石 穆 115，

山北坊主 115

大分神力 1∞貌 145

大 正請申カ ，150

W カ 37 撹 I1跡

事事 力 156It : Iω 

輩継1130
邑皮 千 本 dfXl

17， Iも白笹 "16: 

同1¥ 盆M
1"， 1 ~園早生 i盤h

爾 11'司向i愛

:r~ ヌt 2If '前て 1ft T. ー

IT 綱大 5 20 少 呼'

~ 積大 10 25 少 小

少 金、 5 8 少 a、一
少 同ド 。7 少 4、一
事It d、15 25 少 d、一
多 大 15 回 多 大 一

多#i 大 25 6S 多 中 一
多 i 大 10 9，少 d、一

大 45 75 大多 多

少 事聞大 45 70. 困P 大}一
多 ， 大 同 船 i多 大l一

一~ 大 筋 75 多E 大

35 80i ~ 小
， -

多 大

~ ・ 大 釦 26 岡Jl.中 一
ー締罰 司民共 8 @ 少 e、一
~I -1 大 目~. '叫 岡ド

ーー

--‘ 
a・E (.1， 、 I tl 

二i
月

ヨ贋割問 ':JI' 

!眠明

.... 争

守*l1司20 少

鎚~銀紙縁組Il8.Q畷験!.l~ν

-d  ~ー' ， 1- ，

少 1小 lお!?|多

<， 

僅少 d、13 13 司同

極少 小 f

急3lrs 岡ド

少 e、18 i8' 略国

I諸多
， 

)81~， 中夫

'30'1 ~ 多精均 m 
-、
~ 大 4() 10 

一
， 

" 

大

前w

aul85.0 

lI>.QI 57.5 

ie.t 1 21.0 

90 

。制i小 少

i

少 d、
少 d、
少 d、
多 大

多多 大

多 ゅの大

多 大

中 大

多 大

多 大

多 ゆ

豊島 中

中 中

多 大

多 大

少 中



鰐~窓~縁組喝øQ開..!H露ν 1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

21 源 1 本 15 18 少 中 14 少 d、 15.0 16.0 少 d、
22 永 興 20 30 中 中 40 中 d、25 27 中 中 22.5 32.3 中 中

23 九 第 4 捜 15 25 少 中 40 多 d、 15.0 32.5 中 小

24 九第 21 貌 50 55 中 中 関 .0 55.0 中 中

25 畿第 194競 15 35 中 中 40 中 務大 15・0 37.5 中 中

26 亀 治 5 極少 d、18 15 中 中 11.5 10.0 少 d、
27 愛 知 旭 13 極少 d、10 10 少 少 10.0 11.5 極少 d、
28 耐 潮 旭 30 中 d、20 20 中 中 20.0 25.0 中 d、
29 大和節目貌 65 多 d、20 25 中 中 20.0 45.0 多 中

30 関取 529競 70 多 d、 70.0 70.0 多 小

31 九 第 8 披 70 多 d、 70.0 70.0 多 小

32 祭 神 カ 65 多 d、20 20 中 中 20.0 42.5 多 中

33 相徳 195貌 45 中 璃大 20 20 中 中 20.0 32.5 中 中

34 日の出選 25 中 d、18 18 中 中 18.0 !.H.5 中 中

35 伊議事障慶1貌 一 18 15 中 中 18.0 15.0 ゆ 中

36 道 後 中指 20 20 中 中 20.0 20.0 中 中

37 調 日 15 17 中 d、15.0 17.0 中 小

38 

‘ 
泊 2 貌 18 20 中 d、18.0 20.0 中 d、



備 考 1. Ð病最も多きは大正 14 年、昭和 3 年にτ大正15~、昭和 2年は震病前年にtむし銘綾的少し。

2. 7}j 20日、 8}j25日調査の歩合は模型病涯を周ひ之と1t厳罰照して鋳斑無きを零とし最も多ぎを 1∞となし歩合を

付記したり。

3.病<<般の多少量に病瑳の大小の三項目も前記方法に箪じ付記せり。

備更に各Kの麗自置を測定しJ之に大きの歩合を乗じたる搬を以て重量考と・せり。

病瑳叡の多少は多、中、少の三階級に分も更にAIlに多、中.少を付せり。

錆廷の大小'1大、中、小の三階級に分、一品種中最も多き街瑳を以て記事Eす。

11 '担糧~I!'やQ寵制

第二表 首節 4毛チ病の被害容

存 大正 15 年昭和 2 年 昭 和 3 年平均被害事

民 品 種 名 別管稼|i首げイ節をィチ||彼甜審I歩同上合 宮管}縁首モイ九節1苧i1ま官きI首モチイI節モチ~I被矧害|歩同合上宣Yき首モイチ節モチィ||被鵠害 同歩上合

%1 1 1 1 I %1 1 1 1 1 "1 1 I 1 1 % 
1 大分携獲1貌一一一一 -1 3421 201 81 281 8.21 2821 21 -1 21 0.71 3121 11 1 8 1 19 1 6.1 

21 j捧麗 318鶴一一一一一

3 大分雄町田 .12回 51 101 151 5.81 3401 121 81 201 5.91 2801 201 -1 201 7.11 2931 12 1 9 1 21 1 7.2 

4 雄町 14 • 1 2601 211 611 821 31ぷ一一一一一一一一一-l2601 21 1 61 1 82 1 3l.3 

5 旭 1 • 1 3261 01 01 oj 01 3601 281 01 281 2.21 2881 21 -1 21 0.71 3251 10 I 0 I 10 I 3.~ 

E護憲練場指蝿1I~蛾.~認ν 1
 
1
 

1
 

1
 

1
 

4

・・'
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17 
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。

f
1
1

川
J
r
l
J
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興

" 

61葬場三弁120撹

7 '1轟

8 '1 太~滋叉 105 蹴

事

10:1 ~ 

111大分制力1仰貌

11 

カ 155聾

• 
盆

生

カ

* 

国

Jr. 

37 

千

石

Jtj 

早

縛

4 

自

第

第

正

皮

明

北

カ

回

世

九

大

調

永

九

四

愛

.. 
• 
晩

回

源

1，6 

17 

ID 

22 

12 

13 

15 

19 

23 

2. 

9 

18 

21 

H 



25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

3. 

35 

36 

37 

38 

畿.第 194貌 42<1 81 25 33 7.8 342 3~ 9.7 一一 -138 21 14 

‘ 
治 一 一一 288 18 6.3 220 01 - 。 01 254 

愛 知 組 一一 一一 362 16 4.4 328 2 0.6 345 

耐 楊 旭 一一一一 -13& 14 01 14 3.9 286 21 - ~ 0.7 323 

大和鋪 18鋭 一一 一 -1324 22 23 7.1 288 181 - 18 6.3 306 

関 取 529 披 一一一 324 109 32.6 一一 -1324 

九第 8 It 一 一342 2 0.6 一一一 一 -1342 

祭 調 カ 一一 一一 一342 78 22.8 392 of 0 
。 o! 367 

相 徳 195lt 一一一 306 19 6.2 240 2 ー 5 0.8 273 

日 J 出量E 一一一 306 26 8.5 232. 2 ー 2円 0.9 269 

伊 lt.停麗1撹 一 一 一 一284 2 ι ーー ~ 0.7 284 

道 後 中沼 一一 一 308 21 - 2 0.7 308 

事目 日 一 一 一 一272 41 - 4 1.5 272 

亀治 2 貌 一 一一 一 一一 232 。一 E 。232 

備 考 1.大正 14年{t天候の.係上調査障害郊を失し成績明瞭ならず図て省略せり。

2.首イそチの通産密室として付記したるは紋鍾に影響を及ぼすと見倣したるをHに記せり。

3.節イモチの溢害墾となしたるf'l被害の多少に拘らず被害墾Jtとして主主に記したり。

9 

9 

8 

20 

106 

。
34 

8 

14 

2 

2 

.4 

。
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。 2 0.7 

。 2 0.7 
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第 三 表 稲熱病被害事ぜ特 性 表

作1t付. 
イ 母 チ被害葱 判 I.~I 穆首 玄米皮

吋吋上穐方
玄米

冨E目2 種 名 業イ毛|首イモ|節イモ 業色
業艇 事自長 漫に射す 種に討す

チ被害 チ被害 チ被害 硬軟 長短 2書枚憲 る.lt重量る比 品質

249.8 4 
% 

2ラ.46 3分.8 8寸.53 石2.318 288貧.∞o 1 大分舞慶1貌 3.5 務濃 夜 長 116.3 129.7 上下

2 燐麗 318蹴 29.3 一 檎海 硬 4.3 6.53 長 2.2ω 113.3 243.α)() 1ω.6 中上 l

3 大分雄町 601: 22.7 4.2 3.1 浪 硬 u 7.08 長 2.349 117.9 201.αm 的'.5 上下 l

4 雄町 14 獄 24.3 8.1 23.5 混 軍E 3.8 6.87 長 1.967 98.7 91.(1()() 41.0 中上

5 旭 1 披 10.3 u .0 精淡 原 3.8 6.48 短 2.516 127.3 225.0ω 101.4 中上

6 大分三弁120披 11.2 1.3 。務談 極破 4.0 6.85 短 2.361 118.5 315.'伐淘 141.9 上下

7 選 jL 19.4 1.8 0.8 司馬 磁 3.8 7.48 短 2.248 112.8 240.αm 108.1 ゆゆ

8 大分猫叉 105撹 30.3 2.7 。務漉 軟 3.6 6.58 短 2.338 117.3 ぉ6.5∞ 115.6 中上

9 新明 石穆 49.5 2.0 。橋演 軟 3.2 6.58 中 2.1偶 105.7 お5.例)() 114.9 中下

10 山北総主 25.6 3.0 1.1 自慢 軍E 4.0 7.15 短 2.129 1侃 .8 228.似)() 102.7 中中

11 大分瀞カ 1∞撹 51.1 6.4 1.6 淡 事k 3.5 6.51 中 2.435 ]22.2 288瓜ゆ 129.7 中下 |

12 大正 締カ 52.6 4.0 4.0 精滋 軟 3.5 6.58 短 2.077 104.2 267.α)() 120.3 下上 !

13 脚力 37 蛾 67.5 。 4.0 霊長 型民 3.5 6.62 中 1.904 95.5 213.似)() 96.0 ゆゆ

14 神カ 155滋 58.8 。 。淡 務歓 3.1 6.93 中 2.121 1悌.4 270.似ゆ 121.6 中下

15 .世 継 58.8 2.0 。
談 軟 3.3 一 中 1.637 82.1 186.低)() 83.8 下上



16 瀧皮千本 41.3 16.1 。 1長 中 1.371 68.8 165.似)() 74.3 下上

11 晩 白 笹 18.9 2.0 。 穂署陸 磁 3.5 6.76 申 2.046 10!.:7 llJJ./j()6 民S If"'f 

18 国 盆 52.9 3.5 2.2 • 務軟 !3.3 6.87 中 1.993 1∞'.0 222.α)() 1∞.0 中下

19 四国早生 41.7 19.3 。 1際 硬 4.0 務長 2.138 107.3 気14.似)() 91.9 下上

20 愛 回 17.7 3.6 。 璃漫 音量 3.5 6.51 .中 1.761 88.4 225.αm 101.4 中中

21 源 本 15.5 3.0 '1.2 溜 夜 3.8 6.92 短 2.;伺 14&.0 "361.α加。 "';162.6' 市上

22 永 興 27.4 3.2 。 司隆 事害事k 3.7 7.55 中 2.372 119.0 306ぷ)() ]37.8 中上

23 九第 4 It 23.8 2.7 1.8 檎司R 匝 3.4 6.13 中 2.4~8 121:.4 
“' 

2事2. 118..1 場そ，，;

24 九第 21 按 52.5 6.0 。 積E夜 ..軟 3.2 6.47 短 2.385 119.'7 ~O.ψ 108.1 ゆゆ

25 畿第 194蹴 26.3 3.7 5.0 務iI Il 3.4 5.92 短 3.320 】前6.6 .315瓜到。 141.9 中中

26 Ii 治 10.8 5.3 。 滋 E医 4.7 6.93 長 1.332 66.8 216.例到。 97.3 市上

27 愛 知 旭 10.8 2.6 。 璃渓 I! 4.4 6.57 短 2.537 127.1. 

28 耐 司自 旭 22.5 2.5 。 橋渡 司民 4.6 7.11 短 2.410 120.9 

29 大和鏑 18競 32.5 4.5 0.3 蔚自費 中 4.8 2.223 
1115j叫 17301紳

30 関取 529披 70.0 32.7 0.9 ~ 4.3 6.伺 i中 1.07] 63.74-399.000t .w.]・ e予1

31 九第 8 It • 70.0 。 0.9 担軽 3.6 6.701;積淡 2.560 128.5 

4.0 32 祭 神 カ 31.3 13.9 2.7 談 6.32 I申

醐 1i 112.4干uい醐m舗副E醐ぷ剛RO》

1(~.1 

33 相徳 195撹 26.3 2.9 1.8 1表 3.9 6.95 I中 :ti:: 34 日の出選 19・8 5.2 。 ~ 4.8 1.856 I 93.1 

寵家康銀総#1曜健e関車民!.!IiW )114l 
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第
三
表
上
欄
い
掲
げ
た
る
卒
均
被
害
単
に
よ
り
て
大
樟
其
の
抵
抗
性
の
彊
弱
を
縄
ひ
得
ぺ
し

ε難
色
更
日
第
四
表
の
朗
〈
胸
纏
hr以
て
考

定
す
る
時
は
左
記
の
知
き
は
彊
き
抵
抗
性
ぞ
有
す
る
品
種
な
り
さ
見
倣
し
得
べ
し
。

一
、
藁
イ
モ
チ
の
樋
合

旭
一
一
揖
‘
大
分
三
井
一
二

O
鶴
、
愛
凶
、
源
一
本
、
朝
日
、
伊
織
排
慶
一
蛾
、
亀
治
、
愛
知
旭
。

亀
治
二
続
、
遭
後
中
絹
.
伊
疎
排
慶
一
雄
、
大
分
三
弁
一
二

O
韓
、
酬
明
白
笹
.
世
織
、
曲
線
に
示
す
時
は
帥
カ

三
七
幽
輔
、
紳
カ
一
五
五
班
、
九
第
尺
曾
は
緑
色
少
量

ts之
は
本
均
年
厳
少
き
が
た
め
な
b
o

二
、
首
4
モ
乎
の
場
合

一-一、節
4
モ
チ
の
場
合

旭
一
観
、
大
分
三
弁
一
ニ

O
醜
、
大
分
猫
d
A

一
O
五
抽
輔
、
晩
白
笹
、
要
図
.
永
典
、
九
第
二
一
鵠
‘
亀
治
.
愛

知
旭
、
耐
潮
旭
‘
日
の
出
選
、
伊
理
解
慶
一
一
拐
、
這
後
中
糖
、
朝
日
、
亀
治
二
一
揖
‘
其
他
の
強
き
は
本
均
年
厳
少
き
た
め
に
し
て
融
資
な
ら

す、

回
、
稲
熱
病
(
全
部
〉
の
揚
合

大
分
三
井
一
二

O
揖
・
旭
一
一
割
‘
愛
知
旭
、
鶴
治
、
伊
海
雄
官
隆
一
揖
・
朝
日
、
亀
治
二
境
、
選
俺
申
稿
、

建
立
。

• 



察

t

ふ
8
に
日
帰
時
一
較
的
蒸
都
な
り
。
大
正
十
五
年
度
は
各
月
共
気
調
高
〈
mm度
降
水
景
、
降
水
日
厳
少
〈
日
照
時
般
は

特

e多
e平
素
溜
き

掛
布
ニ
年
は
庫

、

一

の

期

聞

は

簾

智

低

t
務
度
少
し
加
ふ
る
に
日
照
時
鍛
多
〈
降
水
量
、
降
水
日
厳
少
〈
稲
熱
病
費
生
に
不

遁
賞

4
4ぽ
h
J
O
唱
和
五
年
度
は
各
月
共
気
溢
宙
開
〈
課
度
少
し
降
水
円
厳
、
降
水
量
は
遁
常
な
り
し
も
日
照
時
蛍
多

t
震
ゅ
に
早
支
持
糟
き

蒸
am烈
し
J

常
宿
鶏
樹
費
阜
多
か
・
り
し
如
t
各
年
通
費
な
り
た
る
気
象
賦
態
に
て
随
っ
て
褒
病
程
度
も
亦
異
な
り
て
此
等

ee考
察
す
る
に
岡

雄
常
り
。

第
一
、

ヱ
賓
の
轟
績
に
鴨
mb
樗
察
す
る
に
他
府
娠
に
於
て
抵
抗
性
強
な
る
品
種
も
嘗
地
に
於
て
発
異
め
る
ぞ
認
め
た
り
。
大
正
十
三
年
岡

山
際
立
農
事
試
験
掛
町
績
G
於
仇
か
産
地
の
異
動
に
依
る
首
稲
鍋
病
の
耐
病
性
の
費
化
さ
問
機
の
成
積
金
併
に
り
。

諸
君
鶏
病
に
費
」
零
性
守
品
種
は
首
節
稲
熱
病
年
L
必
十
し
も
抵
抗
性
に
あ
ら
十
首
節
4
毛
チ
に
於

τ同
様
抵
抗
性
な
る
も
葉
稲

熱

病

に

於

霊

堂

守

長

官

り

。

鳥
取
際
立
穫
挙
試
験
按
〈
大
正
五
、
八
年
業
務
功
程
〉
に
依
れ
ば
業
4
さ
ず
に
於
て
抵
抗
性
品
種
必
十
し
色
首
4
号
手
に
於
て
掛
か
ら
re
る

色
の
あ
b
T
一
空
合
令
。

岡
山
賑
立
農
事
試
臨
揖
成
績
(
大
正
十
五
傘
度
)
稽
の
葉
稲
熱
病
さ
首
栢
熱
病
ぎ
の
関
係
調
査
に
於
て
色
本
成
蹟
さ
一
致
せ
h
o

酒
量
闘
病
超
特
例
佳
品
積
め
還
爆
に
怠

τ

戸一・ァ九
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ー 、葉色に よ る 被害寧

業イモチ歩合 首イモチ歩合

21% .0 
% 

6 4.5 

9 25.9 1.9 

9 26.1 3.3 

14 44.6 7.5 

二、重葉の硬軟による被害型炉

業イモチ歩合 首イモチ歩合

17 21.11 4.2 

9 34.1 3.0 

10 52.2 8.0 

節イモチ歩合

% 
4.8 

0.8 

0.7 

1.1 

節イモチ歩合

2.3 

0.5 

1.4 

イモチ被害事

% 
30.3 

28.6 

30.1 

53.2 

イモチ被害率

28.3 

37.5 

61.6 



三、穂首の長短による・被害運転

項 日 品種重量 業イモチ歩合 首イモチ歩合 節イモチ歩合 イ毛チ被害準

長 7 18.3 3.1 4.2 25.6 

中 20 39.9 6.0 . 0.8 46.7 

短 12 24.4 3.0 1.0 28.4 

一一一一

問、熟期の早晩 tこよる被害事

項 目 |品種敏| 業イ毛チ歩合 首イモチ多合 節イモチ歩合 イ-'f:-チ被害事

早 宿 6 19.7 2.2 0.4 22.3 

中 宿 11 27.9 5.2 2.7 35.8 

晩 指 !l1 37.8 4.9 1.2 44.0 

湿ヲ話.，単￡翌宇~Q悌..ゐ憎ゐ。

1 '蝋曜日...，*蜘暢...， Q匡~己主い~鰍寵犠~...，桝$l""~匿峰崎ι、ド韓民岨鱒i(tJ融担括起題終的:f.t~_)O

11' 糊繰G躍事~...，制句....11'骨、単体時!..!.~い樹1桝Q~属i(tJa忠担据起輯~・(l~~重ゐ。fi!嬢1;韓国語。制機昌喜~Q~争ær I;~年Q
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沼
崎
同
病
認
抗
性
問
問
績
の
選
擦
に
就
て

-
.::::. -

密
植
・
天
候
等
の
貸
め
に
軟
弱
に
生
育
す
る
時
は
護
婦
す
る
故
に
栽
培
法
の
遁
嘗
な
る
は
勿
論
な
る
が
叉
稲
品
種
の
特
性
ざ
し
て
重
業
の
硬

き
も
の
を
藩
揮
す
る
は
最
も
有
幼
な
り
。
長
野
賑
立
農
事
試
験
場
成
績
(
大
正
五
年
業
務
報
告
〉
に
於
て
も
間
接
の
結
果
な
り
。

一
-
一
、
翌
自
の
長
短
さ
被
害
寧
さ
は
何
等
関
係
な
き
が
如
し
。

回
、
熟
期
の
早
晩
さ
被
害
車
は
葉
4
毛
チ
は
熟
期
早
き
色
の
抵
抗
カ
強

t
.
晩
稲
さ
な
る
に
簡
ひ
弱
し
.
首
稲
融
問
病
に
於
て
も
早
稲
祖
〈

晩
稿
、
中
精
順
次
に
弱
し
。
邸
ち
気
象
賦
況
さ
生
育
日
銀
さ
大
な
る
欄
係
を
有
す
。

大
、
結

論

及

摘

要

図
上
試
験
の
結
果
を
摘
録
す
れ
ば
衣
の
如
し
。

一
、
各
地
方
に
で
抵
抗
性
品
種
さ
稽
せ

ιれ
つ

z
ゐ
る
品
種
も
栽
培
地
方
の
異
動
に
依
り
大
な
る
費
化
め
る
を
認
め
た
り
。

二
、
従
来
稲
熱
病
抵
抗
性
品
種
ヨ
掃
す

aも
の

z
内
葉
稲
熱
病
に
揺
抗
カ
強
き
品
種
必
Ar
し
自
首
稲
熱
婦
に
錯
す
る
抵
抗
大

$
4十

ιτ

民
艶
の
現
象
な
る
品
種
め
る
を
認
h
u
。

一
一
一
、
葉
稲
熱
病
抵
抗
性
品
種
は
一
旦
病
に
浸
書
き
る
も
其
の
病
斑
小
に
し
て
被
害
面
積
少
し
。

回
、
精
熱
病
抵
抗
品
種
選
揮
に
は
少

t
さ
も
大
分
賑
に
於
て
は
熟
期
早
き
色
の
程
損
な
り
濯
揮
上
会
考
芭
な
サ
ペ
し
む

五
‘
抵
抗
性
品
種
の
且
備
す
べ
き
特
性
g
し
て
重
業
の
硬
な
る
事
随
て
栽
培
法
も
批
の
誌
に
留
意
す
る
事
。

六
、
葉
宿
熱
抵
抗
性
決
定
品
種
次
の
却
し
。
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揮
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大
分
三
井
一
二

O
揖
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褒
園
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源
一
本
。
伊
藤
排
慶

o
a治

G

七
.
首
積
熱
抵
抗
性
決
定
品
種
次
の
如
し
。

八亀
4日

抵 ご
抗披
位。

強遁
な .後
る中
品稲
種。
断l 伊
記環
の排
如慶
し。
其大
他分
強三
き井
品一
種二
あ O
る揖
は。
卒晩
均白
年笹
歩。

1111 
きー
か披
叉。

は
米
質
不
良
の
も
の
な
り。

就
中
大
分
一
一
一
井
一
二

O
掛
は
抵
抗
性
強
反
富
耽
量
多

t
米
質
に
於
て
は
掻
色
良
好
に
し
て
目
下
本
賑
嘆
働
品
種
中
優
良
な
り
。
，

尚
之
継
ぐ
は
旭
一
蹴
に
し
て
近
〈
本
賑
奨
励
品
種
に
編
入
せ
ら
る
知
し
.

品
種
に
劃
す
る
試
臓
は
之
を
以
て
完
結
し
本
年
度
よ
り
交
配
種
に
就
き
選
揮
中
な
の
(
昭
和
四
年
五
月
〉
。

1 

鳥
取
際
立
農
事
試
雌
揚
業
務
功
程

大
正
五

八

差

2 

岡
山
際
立
農
事
試
験
揚
業
務
功
程
(
大
正
十
五
年
度
〉

3 

長
野
賑
立
農
事
試
験
場
業
務
功
程

4 

稲
熱
病
芭
其
の
防
除
法
(
ト
麗
梅
之
丞
〉
大
日
本
農
曾
報
第
五
七
一
-
一
、
五
七
回
腕

5 

稲
熱
病
防
除
上
重
要
な
る
抵
抗
性
に
就
て
(
三
橋
八
次
郎
〉
大
日
本
農
嘗
報
第
五
七
三
雄

6 

病
菌
害
晶
藷
報
第
十
五
蹴

絹
掲
病
の
軒
究
〈
島
根
藤
立
愈
幕
試
験
姐
智
内
研
習
曾
〉
昭
和
三
年
八
月

扇動
m
鰐
揺
銑
佐
品
種
の
遺
徳
に
就
て

稲
熱
病
に
聞
す
る
研
究
(
農
林
省
農
務
局
大
正
十
五
年
三
月
)

'7 

一一一一一ー一



8 

宿
勲
病
挺
抗
佐
口
問
種
の
選

稲
熱
病
さ
其
の
防
除
法
( 擦

に
就
て

農
林
省
農
務
局
)

一一-一四日


